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文 要 旨

論文題目

Predictive factors of posttreatment fracture by definitive radiotherapy for 

uterine cervical cancer 

（子宮頸がんに対する根治的放射線療法後の骨折を予測する因子に関する研究）
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国 1際 1婦 I人 I科 I医 |会 I(I FI應0 I) I分 |類 1181期 1か |ら1rvA1期

の I子 1宮 I頸 Iが 1ん Iに 1対 Iし1て 1外 1照 1射 iと 1腔 1内 1照 1射 1を I組

み 1合 Iわ Iせ Iた い叫 治 1的 1放 卜叫線 1療 い叶 は 1標 1準 I治 1療 Iの I

つ Iで 1あ |り|、 I低 1侵 1襲 |で |ぁ |る |こ|と|カ-Iら 1特 Iに 1高 1齢 I女

1生lの 1- 1般 1的 Iなi治 1療 1法 Iて|ぁ |る |。 1放 l射 1線 l治 1療 1後 1の

q免1期 1合 I併 1症 Iと 1し1て 1、 1直 1腸 Iや 1膀 1脱 1障 1害 Iの 1他 1に

10 I~ I 29 I% Iの I症 1例 Iで 1骨 1盤 1骨 1折 1が 1発 I生 Iす Iる Iこ Iと 1が

~ 月Iら1カ,1に 1な 1っ Iて |い |る|。 1骨 i折 1の 1発 I生 Iは 1平 1均 1余 1命

を |短 I< Iし|て IQ2L Iを I悪 I化 |さ|せ |る |た |め |、 I骨 1折 lの 1リ

ス 1 ク I 因 1 子 1 を 1 特 1 定 I す I る I こ I と | ヵ~I 重 1 要 I だ I と 1 考 1 ぇ I ら I れ

て 1い Iる 1。 1先 1行 i研 i究iに 1お |い |て 1は 1骨 1折 lの IリIス 1クI因

子 Iと1し|て |、 1高 |齢 |、 1骨 I粗 1聡 |症 |、 I低 |体 |重|、 1閉 1経， 、

ィヒ 1 学 1 療 1 法 I な| ど| の 1 因| 子| に| 加 | ぇ| 、 1 放 1 射 1 線 1 治 1 療 I の 1 有

無 Iもi骨 i折|の|リ |ス |クi因|子 |と|な|る |こ|と |が I知 Iらlれ Iて

お |り|、 I外 1照 1射 1線|呈|の 1増 I加 |ゃ|腔 |内i照 1射 1の 1併 1用 Iが

骨 1折 1率 1を 1増 ド］□|さ|せ |、 1強 1度 1変 1調 ド叫 射 1線 1治 1療 I

( I ™ E T I) Iに|よ Iる 1高 1精 1度 Iな 1照 1射 Iで 1骨 Iへ Iの 1線 I屈 I低

下|さ |せ|る|こ|と |に|ょ|っ|て 1骨 1折 1率 Iが I低 I下 Iす Iる1こIと

ヵ；1示 1唆 1さ 1れ、1て|い |る|。|し|力.Iし|、 1外 1照 1射 Iと 1腔 1内 l照

身寸.I は I治 I療 1計 | 画 | 装 | 腔|が| 異 | な| る| こ| と| 、 |線 |旦 | 分 |布 | を
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生 I物 I学 I的 1等 1価 1線 |鼠 |に I変 1換 1す 1る 1必 1要 Iが IぁIる 1こ Iと

ヵ,I ら 1 、 I 線 | 囮| 合 | 鍔:I は 1 容 1 易 i に 1 行 | ぇ| な | い | ナこ I め 1 骨 1 折 1 リ

ス 1 ク 1と Iな Iる |線 |且 I制 1限 Iの 1指 1槻 Iと 1な 1る 1線 I凪 1体 1和 1分

布 I(I D召I)Iノ,Iラ |メ 1- 1夕 I-Iに 1関 Iす Iる 1研 I究 1は 1殆Iど

な Iか 1っ |た |。 |そ |の |た |め|、 I照 1射 1線 I屈 1を 1含 1め 1放 1射 1線

治 I療 l後 Iの 1骨 l折 |リ |ス |ク |と |な |るl因 |子 |を l検 1索 Iす lるlた

め Iに 1本 1研 l究 lを 1行 1っ |た |。 1ま |た |、 1骨 l折 Iの Iリ Iス Iク I因

子 を追求する上で骨粗慇症の評価は不可 I欠 Iで

ぁ1る |力;I、 1本 I研 1究 1は 1後 Iろ 1向 1き 1研 1究 Iで 1骨 1密 1度 Iの I計

測が 行われていなかったことから 骨 の 数 カ

所で計測した平均 CT値で代用できるという先

行研究を参考にすることで評価 Iを 1行 Iぅ1こ Iと 1と

し 1た 1。 I

対 1象 |は I2り11 I年 1111月 |力,Iら 1叫13I年 1121月 1ま Iで iに 1根 1冶

的放射線療法を施行した 66 名 の う ち 外照射

の照 射範囲が異なる （ 拡 大 照 射 野 症 例 ） Iゃ I中

断症例、 治療後に画像 が 撮 影 さ れ て い な Iい I24 

人 Iを 1除 |外 |し |た 1421人 |と |し |た |。 1骨 i折 |の |定 |義 |は |、 I明

ら| 力,I な 1 骨 1 折 1 線 1 、 I 硬 1 化 1 性 1 変 | 化 | 、 1 ま I ナこ 1 は 1 骨 1 の 1 明 I ら

かな変形とし、 腫 瘍 による病的骨折や明らか
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な 1外 1傷;I歴 Iが |ぁ |るi骨 1折 1は 1除|外|し|た |。|そ |の 1後 1、 1年

齢 I・I体 1重 I・I閉 1経 I・ I化 l学 1療 l法 i等 lの 1臨 1床 1情 1報 1、 1放

身1I線 l治 1療 l計 1画 le叶 上 |で I8 Iっ |のi骨 IclL41、 ILS I、 I仙 |骨,、

左 l右 Iの 1腸 l骨 1・ 1恥 I骨 I・I坐 1骨 I)Iを I描 1出 Iし1て 1も1と Iめ

tこ1各 i骨iのi平 1均 jcTI値 1、 Iお iよIびi各 i骨 1の 1照 i射 1線 1拭 Iを

合 I算 I後 1、I0ttt IパIラiメI-Iク 1-1を 1算 I出 iし1、 1骨i折 Iと

のi相 1関 1を 1解 i析 |し|た|。 1 I I I I 

そ Iの 1結 I果 1、 142I人|中 I10 I人 Ic 巳o/~> Iのi患 1者 |の I2s Iの

骨.Iで 1骨 1折 |力;I発i生|し|た|。 1単 1変 1量 1解 1析 |で|は |、 1高 I

≪-ritl・I{氏If本 Ii且 I · I ~月 I ~径1、 I骨.Iの 1平 1均 jcTI値 lの 1低 Iさiが l骨

折Iと 1有I意|に |関|連|し|て|い|た|。 1恥 1骨 1骨 1折 IとIom 1パ

ラIメ I-I夕 1-1の 1解 1析 Iで|は I30 I・I 40 I • I sopy Iが I照 I射 Iさ

れ Iた I体 I租lIが|大|き|いi症 1例 Iも1骨i折 Iと 1有 1意 IにI相 l関 Iし

て 1い Iたが、恥骨以外の骨では有意な結果が得

らIれ|な|力,Iっ|た|。 1多 1変 1黛 1解 1析 Iで 1は 1骨 1折 Iと 1有 1意 Iに

関 1連 Iし1た 1の 1は 1骨 Iの |平|均 lcTI値|の|み|で|ぁ |っ|た|。

以|上|ょ|り|、 I放 1射 1線 1治 1療 1前 1の 1骨 1の |平|均 !cTI値|は|、

、冶 I療 l後 lの 1腰 l椎|ぉ|ょ|ぴ|骨 i盤 1骨 1骨|折 |リ|ス|ク|を 1予 1測

す Iる|ぅ|ぇ|で|、 ID)TH Iパ|ラ|メ 1-1夕 I-Iょ|り|も 1有 1意 1な

予I測 1因 1子 1だ 1と 1考 Iぇ Iらlれ lた 1。 l I I I I I I 
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